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高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
の
適
用
範
囲
外
で
支
援
が
必
要
な
学
生
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

高
等
教
育
の
修
学
支
援
制
度
が
始
ま
り
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
大
学
学
費
は
無
償
に
な
り
、
年
収
三
百
八
十
万
円
未
満
の

世
帯
の
学
費
は
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
の
開
始
前
に
は
各
大
学
の
授
業
料
減
免
の

対
象
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
開
始
後
は
対
象
に
入
ら
ず
、
大
学
全
体
の
六
十
一
・
三
％
が
実

施
し
て
い
る
各
大
学
等
に
よ
る
独
自
の
授
業
料
等
減
免
制
度
の
対
象
に
も
入
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
大
学
独
自
の
授
業
料
等

減
免
制
度
が
な
く
支
援
が
な
い
と
い
う
大
学
生
、
専
門
学
校
生
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
生

は
多
く
が
い
わ
ゆ
る
中
間
所
得
層
の
家
庭
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
の
適
用
範
囲
外
で
支
援
が
必
要
な
学
生
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
の
適
用
範
囲
外
で
支
援
が
必
要
な
学
生
は
ど
の
く
ら
い
存
在
す
る
か
。
政
府
は
把
握
し
て
い
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
現
時
点
で
政
府
が
把
握
し
て
い
る
具
体
的
な
人
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

文
部
科
学
省
は
、
独
自
に
授
業
料
減
免
を
行
う
大
学
等
に
つ
い
て
大
学
ご
と
の
要
件
や
内
容
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
な
い

と
答
え
て
い
る
。
従
来
は
、
授
業
料
減
免
の
支
援
が
届
い
て
い
た
中
間
所
得
層
の
家
庭
の
多
く
の
学
生
に
新
制
度
の
下
で
支

援
が
届
か
な
い
状
況
を
放
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
政
府
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、



 

２ 

 

政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


